
平成28年度前期選抜学力検査

数 学 （ 1 0時～10時 45分，45分間）

問 題 用 紙

注 意

１．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

２．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

３．問題は， から までで， 6 ページにわたって印刷してあります。

４．「開始」の合図で，解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。

５．問題を読むとき，声を出してはいけません。

６．「終了」の合図で，すぐに筆記用具を置きなさい。
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あとの各問いに答えなさい。（19点）

⑴ 8 － 5 ×(－ 2 2 ) を計算しなさい。

5 x ＋ 4 y 3 x － 4 y
⑵ － を計算しなさい。

3 2

⑶ x ＝ 3 ， y ＝－ 4 のとき，3 x 2 y ÷ 2 x y ×(－ 6 y ) の値を求めなさい。

⑷ を計算しなさい。

⑸ 二次方程式 ( x ＋ 1 )( x － 3 )＝ 12 を解きなさい。

⑹ ある数 x に 4 を加えた数の 5 倍は， x を 2 倍して 4 をひいた数に等しくなる。ある数 xを

求めなさい。

32 －
2

4
＋ 50

1
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⑺ 100 円，50円，10円の硬貨が 1枚ずつある。これら 3 枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出

た硬貨の合計金額が，60円以上になる確率を求めなさい。

⑻ 右の図のように，正六角形ＡＢＣＤＥＦの頂点

Ａを通る直線を ℓ ，頂点Ｄを通る直線を mとする。

ℓ ∥ mのとき，∠ xの大きさを求めなさい。

⑼ 次の図で，△ＡＢＣの∠Ｂの二等分線上に，ＣＰ＋ＤＰを最短にする点Ｐを，定規とコンパ

スを用いて作図しなさい。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。

Ｂ

Ａ

Ｆ

ℓ x

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

次のページへ→

Ｃ

Ｄ

Ｅ

m 38°
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あとの各問いに答えなさい。（ 6 点）

⑴ Ａ市とＢ市の中学生と高校生を対象にテニス大会が行われた。高校生の参加者は 108 人で，

このテニス大会の全参加者の24％にあたる。また，Ａ市から参加した高校生は，Ａ市からの全

参加者の20％で，Ｂ市から参加した高校生は，Ｂ市からの全参加者の30％だった。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① このテニス大会の全参加者は何人か，求めなさい。

② Ａ市からの全参加者とＢ市からの全参加者はそれぞれ何人か，求めなさい。

⑵ 次の表 1 ，表 2 は，ある中学校の 3 年Ａ組の生徒25人と 3 年Ｂ組の生徒25人について，ハン

ドボール投げの記録を，それぞれ度数分布表に整理したものである。表 1 ，表 2 から読み取る

ことができることがらとして，下のア～エから適切なものをすべて選び，記号で答えなさい。

ア．範囲は， 3 年Ａ組の方が 3 年Ｂ組より小さい。

イ．最頻値は， 3 年Ａ組の方が 3 年Ｂ組より小さい。

ウ．中央値を含む階級値は， 3 年Ａ組の方が 3 年Ｂ組より大きい。

エ．20ｍ以上投げた生徒数は， 3 年Ａ組の方が 3 年Ｂ組より多い。

表 1

階級(ｍ) 度数(人)

以上 未満

5 ～ 10 0

10 ～ 15 6

15 ～ 20 8

20 ～ 25 7

25 ～ 30 4

30 ～ 35 0

計 25

階級(ｍ) 度数(人)

以上 未満

5 ～ 10 3

10 ～ 15 3

15 ～ 20 6

20 ～ 25 7

25 ～ 30 5

30 ～ 35 1

計 25

3 年Ａ組のハンドボール投げの記録

表 2

3 年Ｂ組のハンドボール投げの記録
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あとの各問いに答えなさい。（10点）

a
⑴ 右の図のように，関数 y＝ …㋐ のx

グラフ上に 2点Ａ( 3 ， 4 )，Ｂ(－ 6 ， p )

がある。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① a， pの値を求めなさい。

② 2 点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさ

い。

③ 原点をＯとし， y 軸上に点Ｃをとり，

△ＯＡＣをつくる。△ＯＡＣの面積と

△ＯＡＢの面積が等しくなるとき，点Ｃ

の y 座標をすべて求めなさい。

1
⑵ 右の図のように，関数 y＝－ x ２…㋐

2

と関数 y＝ x ２ …㋑のグラフがあり，関数

㋐のグラフ上に， x座標が正の数である点Ａ

をとる。点Ａを通り x 軸に平行な直線をひ

き，関数㋐と交わる点をＢ，点Ａを通り y

軸に平行な直線をひき，関数㋑と交わる点

をＣとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① 関数㋐について， x の値が 1から 3 ま

で増加するときの変化の割合を求めなさ

い。

② 2 点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが 1 のと

き，点Ａの座標を求めなさい。

3

y

y

次のページへ→

Ｂ

Ａ

－ 6
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Ｏ
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Ｏ
x

㋐

㋑
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あとの各問いに答えなさい。（ 7点）

⑴ 次の図のように， 1 辺に同じ個数の○が並ぶように正方形をつくる。例えば， 1 辺に 3 個の

○が並ぶときは，○が全部で 8個必要で， 1辺に 4 個の○が並ぶときは，○が全部で12個必要

となる。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① 1 辺に 6 個の○が並ぶとき，○は全部で何個必要か，求めなさい。

② 1 つの正方形をつくるのに○が全部で 256 個必要となるとき， 1 辺に並ぶ○の個数は何個

か，求めなさい。

⑵ 次の図のように，ＡＢ＝ 4 ㎝，ＢＣ＝ 4 ㎝，ＣＤ＝ 7㎝，ＤＡ＝ 5 ㎝，∠ＡＢＣ＝90°，

∠ＢＣＤ＝90°の四角形ＡＢＣＤがある。この図形を，辺ＣＤを軸として 1 回転させてできる

立体をＰ，辺ＡＢを軸として 1回転させてできる立体をＱとするとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，円周率はπとする。

① 立体Ｐの表面積を求めなさい。

② 立体Ｐの体積は，立体Ｑの体積の何倍になるか，求めなさい。

4

Ｂ Ｃ

Ｄ

4㎝

7 ㎝

4 ㎝

5 ㎝

1 辺に 3 個の
○が並ぶとき

1 辺に n個の
○が並ぶとき

1 辺に 4 個の
○が並ぶとき

Ａ

n個4個3 個 …
○○○
○ ○
○○○

○○・・・○○
○ ○
・ ・
・ ・
・ ・
○ ○
○○・・・○○
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次の図のように，∠ＡＢＣ＝90°の直角三角形ＡＢＣがある。辺ＡＢ上にＡＤ：ＤＢ＝ 1 ： 2

となる点Ｄをとり，点Ｄを通り辺ＢＣに平行な直線と辺ＡＣとの交点を点Ｅとする。辺ＢＣを延

長した直線上にＢＣ：ＣＦ＝ 3 ： 1 となる点Ｆをとり，線分ＤＦと線分ＢＥ，辺ＡＣとの交点を

それぞれＧ，Ｈとする。線分ＤＣと線分ＢＥの交点をＩとする。

このとき，あとの各問いに答えなさい。（ 8 点)

⑴ △ＤＨＥ≡△ＦＨＣであることを証明しなさい。

⑵ 線分ＤＧと線分ＧＨの長さの比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

⑶ 四角形ＣＨＧＩの面積と△ＥＧＨの面積の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

5

－おわり－

Ｇ

Ａ

Ｂ Ｆ

Ｄ Ｅ

Ｃ

Ｈ

Ｉ



受 検 番 号 得 点

番

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ x ＝ ⑹ x ＝

⑺ ⑻ ∠ x ＝ °

⑼

⑴ ① 人

② Ａ市からの全参加者 人，Ｂ市からの全参加者 人

⑵

1

2

Ａ

Ｄ

Ｂ Ｃ

⑴ ① a ＝ ， p ＝

② y ＝ ③

⑵ ① ② Ａ( ， )

⑴ ① 個 ② 個

⑵ ① cm2 ② 倍

⑴ <証 明>

⑵ ＤＧ：ＧＨ ＝ ：

⑶ 四角形ＣＨＧＩ：△ＥＧＨ ＝ ：

4

5

3



（数学）前期選抜採点基準 「採点基準」で処理できない場合は，各校の統一見解で採点されたい。

問 題 配 点 正 答 例 備 考

⑴ ２点 ２８

x ＋２０ y
１９点 ⑵ ２点

６

⑶ ２点 １０８

⑷ ２点

⑸ ２点 x ＝ －３ ，５

⑹ ２点 x ＝ －８

５
⑺ ２点

８

⑻ ２点 ∠ x ＝ ２２ °

⑼ ３点 （例１） ＊ 数学的な推論をもとに，作図され

ていればよい。

＊ 部分点可。

・ ①が示せて，１点。

・ ②が示せて，１点。

（例２）

⑴ ① ２点 ４５０ 人

６点 ② ２点 Ａ市からの全参加者 ２７０ 人 ＊ 両方正答の場合のみ，２点。

Ｂ市からの全参加者 １８０ 人

⑵ ２点 ア ，イ ＊ すべて正答の場合のみ，２点。

＊ 順不同。

（裏面へ続く）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｄ

①
②

７ ２

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｐ

①②



⑴ ① ２点 a ＝ １２ ， p ＝ －２

２
１０点 ② ２点 y ＝ x ＋２

３

③ ２点 ６ ，－６

⑵ ① ２点 －２

４ ８
② ２点 Ａ（ ，－ ）

３ ９

⑴ ① １点 ２０ 個

７点 ② ２点 ６５ 個

⑵ ① ２点 ６８π cm2

５
② ２点 倍

６

⑴ ４点 〈証 明〉 ＊ 数学的な推論の過程が，的確に表

△ＤＨＥと△ＦＨＣにおいて， 現されていればよい｡

８点 ＤＥ∥ＢＦより，錯角の大きさは等しいから， ＊ 部分点可。

∠ＥＤＨ＝∠ＣＦＨ ・・・① ・ ①の証明ができて，１点。

∠ＤＥＨ＝∠ＦＣＨ ・・・② ・ ②の証明ができて，１点。

ＤＥ∥ＢＦより，ＡＤ：ＡＢ＝ＤＥ：ＢＣ ・・・③ ・ ⑧の証明ができて，１点。

仮定より，ＡＤ：ＤＢ＝１：２なので，

ＡＤ：ＡＢ＝１：３ ・・・④

③，④より， ＤＥ：ＢＣ＝１：３ ・・・⑤

⑤より， ＤＥ＝ ＢＣ ・・・⑥

仮定より，ＢＣ：ＣＦ＝３：１なので，

ＦＣ＝ ＢＣ ・・・⑦

⑥，⑦より， ＤＥ＝ＦＣ ・・・⑧

①，②，⑧より，

１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，

△ＤＨＥ≡△ＦＨＣ

⑵ ２点 ＤＧ ： ＧＨ ＝ ２ ： ３

⑶ ２点 四角形ＣＨＧＩ：△ＥＧＨ ＝ ３ ： ２

合 計 ５０点

１

３

１

３



平成28年度学力検査

B　数　　　学（10時30分～11時15分，45分間）

問　題　用　紙

注　　　　　　意

1．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

2．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

3・問題は田から田 までで，6ページにわたって印刷してあります。

4．「開始」の合図で　解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。

5．問題を読むとき　声を出してはいけません。

6．「終了」の合図で　すぐに筆記用具を置きなさい。

◇M2（504－8）



□ あとの各問いに答えなさい。（12点）

（1）2＋5×（－3）を計算しなさい。

〈2）÷（6a＋4）を計算しなさい0

（3）10X2y÷（－12均，）を計算しなさい。

（4）（＞／丁＋JT）（3JT－／丁）を計算しなさい。

（5）9蔦2－49　を因数分解しなさい。

（6）二次方程式　2：γ2－3：γ－1＝0　を解きなさい。

（7）右の表は　ある中学校の2年生35人の握力を調べて度数分

布表に整理したものである。

この表から，2年生35人の握力の最頻値を求めなさい。

一一一一1－－－

階級（kg） �度数（人） 

以上　　　　未満 �2 

10　－　15 

15　－　20 �3 

20　－　25 �7 

25　－　30 �10 

30　－　35 �8 

35　－　40 �4 

40　－　45 �1 

計 �35 

◇M2（504－9）



田 あとの各問いに答えなさい。（10点）

（1）地点Aから3000m離れた地点Bまで行くのに，地点Aから途中の地点Cまでは分速

120mで　地点Cから地点Bまでは分速210mで走ったところ，全体で16分かかった。

ば　地点Aから地点Cまでの道のりと地点Cから地点Bまでの道のりを，連

立方程式を使って求めたものである。［亘］～［二重コに，それぞれあてはまる適切なこと

がらを書き入れなさい。

（2）4人の生徒A，B，C，Dで1つのチームをつくり，リレーに出ることになった。走る順番

をくじ引きで決めるとき，次の各問いに答えなさい。

①　走る順番は全部で何通りあるか，求めなさい。

②　Bが第2走者でDが第3走者になる確率を求めなさい。

（3）白，黄，赤の3種類のカードを，左からl列に白を1枚，黄を1枚，赤を2枚という順に，

くり返し並べる。たとえば　カードを13枚並べた場合は　下の図のようになる。

このとき　次の各問いに答えなさい。

①　カードを35枚並べたとき，並べたすべてのカードの中にある赤のカードの枚数を求めな

さい。

②　最後に並べたカードが黄のカードのとき，並べたすべてのカードの中に黄のカードがu

枚あった。並べたすべてのカードの枚数を，第を用いた式で表しなさい。

－　2　－

次のページへ→

◇M2（504－10）



田 次の図のように，関数y＝a〟2…⑦のグラフ上に点A（4，4）がある。点Aを通り，蔦事由に平

行な直線をひき　関数⑦のグラフと交わる点をBとする。四角形OABCが平行四辺形となるよ

うに，〟軸上に点Cをとる。

このとき　あとの各問いに答えなさい。

ただし，原点を0とし，座標の1目もりを1cmとする。（9点）

⑦　　　　　　　　　　y

B　　　　4 �A 

C　　　　　　　　　　　　O �4 

（1）aの値を求めなさい。

（2）関数⑦について，蔦の変域が一6≦∬≦4のときのyの変域を求めなさい。

〈3）2点A，Cを通る直線の式を求めなさい。

（4）2点B，Cを通る直線とy軸との交点をDとするとき　次の各問いに答えなさい。

①　△ADCの面積を求めなさい。

②　線分AD上に点Eをとり，△BEDをつくる。△BEDと△ADCの面積の比が1：6とな

るとき　点Eの座標を求めなさい。

－　3　－
◇M2（504－11）



田 あとの各問いに答えなさい。（8点）

（1）次の図で　円0の円周上に2点A，Bがあるとき　点Aが接点となる円0の接線上に中心

があり，2点A，Bを通る円を，定規とコンパスを用いて作図しなさい。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。

「「葛．

（2）右の図のように，点A，B，C，D，E，Fを頂点と

し，∠DEF＝900の直角二等辺三角形DEFを底面の

1つとする三角柱がある。辺ACの中点をG，辺BC

の中点をHとし，4点D，E，H，Gを結んで四角形

DEHGをつくる。

辺ADの長さが6cm，辺DEの長さが6cmのと

き，次の各問いに答えなさい。

なお，答えに√がふくまれるときは，√の中を

できるだけ小さい自然数にしなさい。

①　辺GHの長さを求めなさい。

②　四角形DEHGの面積を求めなさい。

③　四角形DEHGを，辺EHを軸として1回転させてできる立体の体積を求めなさい。

ただし，円周率はガとする。

－　4　－

次のページへ→

◇M2（504－12）



回 次の図のように，線分ABを直径とする円0の円周上にAC＝BCとなる点Cをとり，

△ABCをつくる。線分AB上に，AC＝ADとなる点Dをとり，線分CDを延長した直線と円

0の交点をEとする。点Cを通り，線分BEに平行な直線をひ5，線分AB，線分AE，円0と

の交点をそれぞれF，G，Hとする。

このとき，あとの各問いに答えなさい。

ただし，点Eと点Hは　それぞれ点Cと異なる点とする。（11点）

（1）次の は，△ADC∽△CDFであることを証明したものである。四一［亘□

に，それぞれあてはまる適切なことがらを書き入れなさい。

－　5　－
◇M2（504－13）



（2）△AED…△CEBであることを証明しなさい。

（3）OA＝4cmのとき，次の各問いに答えなさい。

なお，答えに√がふくまれるときは，√の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。

①　線分EHの長さを求めなさい。

②　△CGEの面積を求めなさい。

－　6　－

ーおわり－

◇M2（504－14）
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B（数学）採点基準　　　　　　「採点基準」で処理できない場合は，各校0）統一見解で採点されたい。

問　　題 ���配　点 �正　　　　　　　　　答　　　　　　　　　例 �備　　　　考 

［□ 12点 �〈1） ��1点 �－13 � 

（2） ��1点 �3a＋2 � 

（3） ��2点 �5 －－〟 6 � 

（4） ��2点 �4＋2√丁子 � 

（5） ��2点 �（3〟＋7）（3〟－7） � 

（6） ��2点 �　3士、后丁 子‾∴∴∴了 � 

（7） ��2点 �27．5　（kg） � 

田 10点 �（1） �① �1点 �〟　＋y � 

② �1点 �－＋＿ユー＿＿ 〟 120　210 � 

⑧ �1点 �48　0 �＊　③，④両方正答の場合のみ，1点。 

④ ��2520 

（2） �① �1点 �24　（通り） � 

② �2点 �1 12 � 

（3） �① �2点 �17　（枚） � 

② �2点 �4n－2　（枚） � 

田 9点 �（1） ��1点 �l a＝－ 　4 � 

（2） ��2点 �0≦y≦9 � 

（3） ��2点 �1　8 y＝－〟＋－ 　3　3 � 

（4）① ��2点 �32　（cm2） � 

② ��2点 �E（丁，里） 　4 　　　3 � 

（裏面へ続く）



田 8点 �〈1） ��3点 �A �＊数学的な推論をもとに，作図され ていればよい。 ＊部分点可。 

② 0 B　① �・①が示せて，1点。 ・②が示せて，1点。 

（2） �① �1点 �3　（cm） � 

② �2点 �27JT －一丁－一一一（cm2） � 

③ �2点 �63√古刀　（。m3） � 

田 11点 �（l） �（ア） �1点 �∠ADC＝∠CDF � 

（イ） �l点 �∠BEC � 

（ウ） �1点 �2組の角 � 

（2） ��4点 �〈証　明〉 �＊　数学的な推論の過程が，的確に表 
△AEDと△CEBにおいて， 仮定より，　AC＝BC・・・① 　　　AC＝AD・・・② �現されていればよい。 ＊部分点可。 

①，②より，　　　　AD＝CB　　　　　・・・③ �・　③の証明ができて，1点。 

弧BEに対する円周角は等しいから， �・　④の証明ができて，1点。 
∠DAE＝∠BCE・・・④ △ABCは二等辺三角形だから， ∠CAB＝∠CBA・・・⑤ 弧ACに対する円周角は等しいから， ∠ABC＝∠AED・・・（㊦ 弧BCに対する円周角は等しいから， ∠CAB＝∠CEB・・・⑦ ⑤，⑥，⑦より，∠AED＝∠CEB・・・⑧ ④，⑧より，∠EDA＝∠EBC・・・⑨ ③，④，⑨より， 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので， △AED＝△CEB �・⑨の証明ができて，1点。 

（3） �① �2点 �4√テ　（。m） � 

② �2点 �8＋4√テ　（。m2） � 

合　　計 ���50点 � 
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